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１．はじめに




























































































































































































































































































































































































　 当 事 者 性 を も う 一 度 考 え て み た と き、Nothing 
about us without us に立ち返ると、この主旨が当事者
不在を問題にしているのであり、意思決定のすべてを
－16－
本人のみが行うことを求めているわけではないことを
確認するに至る。つまり家族を含む支援者が何もせず
にいるという単純なものではなく、当事者とその支援
者が共に決定に参画するということが支援－被支援関
係を形作る重要な要素といえ、重要な意思決定に寄り
添う支援の中に共に生きる形を見出すことにもなると
言えよう。
８．おわりに
　本稿においては、支援と、ニーズと密接な当事者性
について考察した。支援－被支援関係は支援者から被
支援者への一方向のかかわりではなく、相互に欠くべ
からざる関係として展開されること、そしてその中で
こそ当事者の意思・ニーズを確認し尊重していくこと
ができること、それは権利擁護や共に生きていく土壌
を拓くものであると言えよう。
　対人援助の様々な場面で具体的に展開される支援
は、アプローチによって重きを置くところが異なった
り、齟齬があったりもする。しかしながら、これらの
かかわりのなかに「相互作用」という共通点を見出し、
さらに「媒介・過程モデル」（岩間、2000 年）へと
昇華させることを試みる中で、それらの課題にも直面
することになる。今回はその内容を含めることができ
なかったが、今後の課題として追究していく必要があ
る。
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